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つ
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し
ま
す
。

小規模多機能型居宅介護小規模多機能型居宅介護
施設整備事業施設整備事業

奥川地区にデイサービスや宿泊・訪問サービ
スを提供する小規模多機能型居宅介護施設を
整備します。

１

流雪溝整備事業流雪溝整備事業
町道上原西６号線（野沢）に流雪

１
溝を整備します。

健康づくり推進事業健康づくり推進事業
長野県諏訪中央病院の鎌田名誉院

３
長を指導者に、集落等に出向いての講座や
ワークショップを通じて町民の健康意識の高
揚を図りながら、健康づくりを推進します。

英語検定受験料補助事業英語検定受験料補助事業
中学生の英語力の向上を図るた

２
め、受験料を補助します。

一般会計一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、
教育など一般的な事業を行います。依存財源依存財源＝国
や県などから交付されるお金です。自主財源自主財源＝町
が自ら収入できるお金です。地方交付税地方交付税＝一定水
準の行政サービスができるよう自治体の財政状況

に応じて国から交付されるお金です。町債町債＝道路
改良や施設整備などを行う際にその資金として長

期的に借り入れるお金です。また、財源不足を補

うため地方交付税の代わりに借りるお金でもあり

ます。繰入金繰入金＝基金（積立金）や特別会計から入
るお金です。義務的経費義務的経費＝支出が義務的で任意に
削減できない経費です。投資的経費投資的経費＝支出の効果
が施設などの資産として将来に残るものに支出さ

れる経費です。公債費公債費＝借り入れした町債などの
返済に充てるお金で

す。扶助費扶助費＝児童や高
齢者、障がい者福祉な

どに要するお金です。

物件費物件費＝賃金や旅費、
委託料などの消費的性

質に要するお金です。

歳 入歳 出

地方交付税地方交付税
28 億 7,292 万円　46.2㌫28 億 7,292 万円　46.2㌫
（＋１億 3,579 万円）（＋１億 3,579 万円）

その他その他
１億 5,381 万円　2.5㌫１億 5,381 万円　2.5㌫
（－ 49 万円）（－ 49 万円）

町債町債
７億 7,290 万円　12.4㌫７億 7,290 万円　12.4㌫
（＋ 3,560 万円）（＋ 3,560 万円）県支出金県支出金

４億 7,001 万円４億 7,001 万円
7.6㌫7.6㌫
（－ 4,626 万円）（－ 4,626 万円）

65 億円65 億円

60 億円60 億円

55 億円55 億円

50 億円50 億円

45 億円45 億円

40 億円40 億円
平成平成
28年度28年度

平成平成
29年度29年度

平成平成
30 年度30 年度

令和令和
元年度元年度

令和令和
２年度２年度

国庫支出金国庫支出金
４億 2,709 万円４億 2,709 万円
6.9㌫6.9㌫
（＋ 3,816 万円）（＋ 3,816 万円）

その他その他
２億 5,247 万円２億 5,247 万円
4.0㌫4.0㌫
（＋ 2,367 万円）（＋ 2,367 万円）

町税町税
６億 187 万円６億 187 万円
9.7㌫9.7㌫
（＋ 62 万円）（＋ 62 万円）

繰入金繰入金
５億 1,905 万円５億 1,905 万円
8.3㌫8.3㌫
（＋ 542 万円）（＋ 542 万円）

使用料・手数料使用料・手数料
１億 5,288 万円　2.4㌫１億 5,288 万円　2.4㌫
（＋ 49 万円）（＋ 49 万円）

人件費人件費
10 億 2,274 万円　16.4㌫10 億 2,274 万円　16.4㌫
（＋ 6,369 万円）（＋ 6,369 万円）

公債費公債費
８億 9,720 万円８億 9,720 万円
14.4㌫14.4㌫
（＋ 9,028 万円）（＋ 9,028 万円）

扶助費扶助費
４億 2,116 万円４億 2,116 万円
6.8㌫6.8㌫
（＋ 1,014 万円）（＋ 1,014 万円）

物件費物件費
10 億 2,853 万円10 億 2,853 万円
16.5㌫16.5㌫
（－１億 355 万円）（－１億 355 万円）

補助費等補助費等
９億 4,254 万円９億 4,254 万円
15.2㌫15.2㌫
（＋２億 3,990 万円）

繰出金繰出金
４億 9,397 万円４億 9,397 万円
7.9㌫7.9㌫
（－２億 5,561 万円）（－２億 5,561 万円）

その他その他
３億 5,453 万円３億 5,453 万円
5.7㌫5.7㌫
（＋ 2,939 万円）（＋ 2,939 万円）

普通建設事業費普通建設事業費
10 億 3,698 万円　16.7㌫10 億 3,698 万円　16.7㌫
（＋１億 1,863 万円）（＋１億 1,863 万円）

災害復旧事業費災害復旧事業費
2,535 万円　0.4㌫2,535 万円　0.4㌫
（＋ 13 万円）（＋ 13 万円）

自主財源自主財源
22.9㌫22.9㌫

依存財源依存財源
77.1㌫77.1㌫

義務的経費義務的経費
37.6㌫37.6㌫

投資的経費投資的経費
17.1㌫17.1㌫

その他その他
45.3㌫45.3㌫
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有害鳥獣対策事業有害鳥獣対策事業
イノシシによる被害が急増してい

１
ることから、捕獲報償金の引き上げやくくり
わな、箱わなの追加、わな狩猟免許取得費用
の全額補助など予算額を前年度の約２倍に引
き上げ、対策を強化します。

インフルエンザワクチンインフルエンザワクチン
接種事業接種事業

妊婦及び 18 歳未満の子どもの予防接種費用
負担をこれまでの 1,000 円から無料にします。

２

放課後児童クラブ放課後児童クラブ
１人月額 2,000 円の使用料を同一

３
世帯で同時に利用する場合、２人目以降無料
とします。

若者向け住宅整備事業若者向け住宅整備事業
若者の移住・定住の促進、町内企

２
業の安定した労働力の確保、野沢まちなかの
活性化を図るため、単身者向けの集合賃貸住
宅を旧野沢保育所跡地に整備します。

用 ＊語 ＊解 ＊説

総務課財政係総務課財政係
鈴木 鈴木 郭郭

ひろひろ

夢夢
むむ

  主事主事
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認定こども園運営事業 １億 9,197 万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 1,967 万円
【拡】インフルエンザワクチン接種事業（妊婦および 18歳まで接種無料化）220 万円
出産祝金（第２子までは 20万円、第３子以降は 50万円を支給） 700 万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保護者に月額１万円を支給）
 270 万円
こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成） 70 万円
西会津小・中学校ＩＣＴ教育環境整備事業（電子黒板の購入） 223 万円
【拡】学習用タブレット型ＰＣ導入事業 183 万円
【拡】ＩＣＴ教育支援員事業（プログラミング教育等支援員の雇用） 286 万円
地域おこし協力隊配置事業（西会津高校活性化対策） 400 万円
【拡】英語教育・海外異文化体験事業 113 万円
【拡】産官学民と連携した人材育成プロジェクト事業（こども研幾塾、アントレプレ
ナーシップ教育、イノベーション教育） 334 万円
【拡】地域学校協働活動事業（学校、家庭、社会教育の連携・協働事業） 647 万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝、市町村対抗軟式野球大会・市町村対抗ソフトボー
ル大会への参加支援） 280 万円
【新】指定文化財修復事業（如法寺の仏像およびお堂の修復への補助） 1,709 万円

多面的機能支払交付金事業 4,062 万円
中山間地域等直接支払事業 7,830 万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し森林の再生を図る） 2,324 万円
林業専用道整備事業（杉山前佛線） 5,000 万円
菌床栽培用ハウス整備事業 1,530 万円
【拡】有害鳥獣対策事業（捕獲奨励金単価の増額、捕獲わな追加、電気柵補助金）982 万円
企業支援補助金（町内企業の従業員研修費・資格取得費等を支援） 100 万円
創業支援事業（起業家の育成、空き家・空き店舗利活用補助） 200 万円
活力ある地域づくり支援事業（地域づくり団体等への補助） 250 万円
国際芸術村運営事業 1,900 万円
【拡】ふるさとまつりの開催（第 35回記念事業開催負担金） 1,000 万円
【拡】地域おこし協力隊配置事業（ソーシャルビジネス構築のためのコーディネーター
および起業家を配置） 5,400 万円
ワークインレジデンス事業（お試し住宅の整備、ソーシャルビジネスプログラムの開発等）
 1,400 万円
後継者対策事業（婚活事業） 305 万円
結婚祝金（現金 10万円または賃貸住宅 6カ月分の家賃を支給） 120 万円
定住促進助成事業（45 歳以下の若者や町への移住者に対する住宅整備費用の一部支援）
 500 万円
若者向け住宅整備事業 1 億 1,505 万円

健康づくり推進事業 437 万円
【拡】健康増進計画アクションプラン策定事業 590 万円
家庭血圧計測定推進事業 145 万円
各種検診事業 2,098 万円
高齢者予防接種事業（65 歳以上の高齢者等のインフルエンザワクチン接種、肺炎球菌ワ
クチン接種費用の助成） 1,220 万円
医療機器整備事業（診療所用） 1,160 万円
【新】西会津診療所改修事業 2,483 万円
小規模多機能型居宅介護施設整備事業 9,875 万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ支援、老人スポーツ、陶芸等） 362 万円

【新】流雪溝整備事業 4,000 万円
町道防雪柵設置事業 3,100 万円
除雪機械新規導入事業（グレーダー除雪機の導入） 3,600 万円
雪処理支援隊（隊員の増員） 424 万円
除排雪助成事業（高齢者世帯等への除排雪費用の助成） 305 万円
町民バス運行事業 9,421 万円
町道舗装修繕工事（経年劣化の著しい舗装の計画的修繕） 6,400 万円
橋りょう修繕工事（経年劣化の著しい橋の計画的修繕） 8,650 万円
地域おこし協力隊配置事業（情報発信、ＣＡＴＶアナウンサー） 800 万円
映像機器高度化更新事業（ＢＳデジタル放送の４Ｋ、８Ｋ放送受信のための工事） 

6,600 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 9,404 万円
防火水槽整備（尾登・徳沢） 2,000 万円
【新】指定緊急避難場所等設備整備（野沢体育館空調設備、さゆり公園体育館等照明の
ＬＥＤ化） 5,049 万円
さゆり公園施設維持修繕事業 2,650 万円
上水道老朽管更新事業 5,500 万円
公共下水道設備等更新事業 7,472 万円

役場庁舎整備事業（文書保存庫の屋根防水工事） 437 万円
ふるさと応援寄付金（ふるさと納税）事業 2,600 万円
【拡】協働のまちづくり推進事業（協働のまちづくりを推進するための組織を設置） 

683 万円

※【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業　（総合計画の目的ごとに事業を分類）

特別会計等の当初予算額
　特別会計は、保険料や使用料といった特定の収入があり、その収入の使い道が決まっています。

企業会計名 予算額 前年度比

水道事業
収益的収支 ２億 5,366 万円 55.9㌫

資本的収支 ２億 1,301 万円 38.8㌫

下水道事業
収益的収支 ４億 135 万円 皆増

資本的収支 ２億 6,751 万円 皆増

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0㌫

住宅団地造成事業 667 万円 0.0㌫

後期高齢者医療 １億 45 万円 － 1.3㌫

国民健康保険
事業勘定 ７億 5,514 万円 － 5.3㌫

診療施設勘定 ３億 2,450 万円 1.7㌫

介護保険 11 億 8,749 万円 － 0.1㌫

　町では一般会計のほか、５つの特別会計と２つの企業会計で事業を行っています。これらの令和２年度の予
算総額は 35 億 9,846 万円となりました。なお、令和２年度より、簡易水道等事業特別会計は水道事業会計に、
下水道施設事業と農業集落排水処理事業、個別排水処理事業の各特別会計は新設した下水道事業会計となり、
企業会計に移行しました。
　特別会計では、住宅団地の分譲や後期高齢者医療、国民健康保険、介護保険などの運営を行い、独立採算を
原則とした企業会計では、上下水道の整備・運営を行っています。（会計ごとの予算額は右表のとおり）

町の歴史や文化、産業などについて
学ぶ西会津こども研幾塾

運動の習慣化を目指し、気軽に実践で
きるラジオ体操を推進

桐ゲタ投げ全国大会などイベントが
盛りだくさんのふるさとまつり

快適な冬の暮らしを守るため計画的
に除雪作業車等を更新

イノシシ被害対策現地指導会にて、
講師より指導を受ける町猟友会の皆
さん

災害時に備え防災行政無線や避難場
所の設備などを整備。写真は指定避
難所となっている野沢体育館

ふくしま駅伝など、市町村対抗スポー
ツ大会への参加を支援

自治区に出向いて、健康づくり座談
会を開催。写真は奥川・中町の様子



　今年度のこゆりこども園入園式が、４月２日に同園遊
戯室において行われ、152名の園児が入園しました。
　式では、一人一人名前を呼ばれた園児が、元気よく手
を挙げて返事をしていました。また、野原竹夫園長の「お
はようございます」のあいさつにも、大きな声で答えて
いました。
　入園にあたり、「先生の言うことをよく聞いて、仲良
く楽しく元気いっぱい遊びましょう」と、野原園長があ
いさつしました。

　三留タミさん（西平）の満100歳を祝う百歳賀寿贈呈
式が３月12日、多くの親族らが見守る中、自宅で行われ、
満100歳を迎えた三留さんへ賀寿が贈られました。親
族や友人の皆さんからも花束や記念品が贈られ、長女の
角田美代子さんが「母が長生きできたのは支えてもらっ
た皆さんのおかげです」と謝辞を述べました。小綱木
出身の三留さんは３人の子宝に恵まれ、絵や習字が得意
で、健康に留意してきたそうです。

　町では３月 14日、町健康づくりアドバイザーで諏訪
中央病院名誉院長の鎌田實医師ほかを講師に迎え、
「しあわせになる健康づくり　新しい風１％の力」と題
した特別番組を町ケーブルテレビで生放送しました。
　番組では、新型コロナウイルス感染症の対策（写真
左下）や、鎌田医師や奥医師ほかの指導の下、昨年か
ら町内各地で取り組んできた健康づくりの様子や鎌田
医師のミニ講演、町長との対談（写真右下）などを放送
し、健康寿命を延ばすために塩分を減らし野菜を多く
摂取することや鎌田式スクワット・かかと落としなどの
運動を続けることの重要性を伝えました。
　講演会は当初、野沢体育館を会場に行う予定でした
が、新型コロナウイルス感染症予防のため、町ケーブ
ルテレビのスタジオから生放送しました。

152 名の園児が元気いっぱいで入園

こゆりこども園入園式

満100歳  多くの親族や関係者と祝う

三留タミさんへ  百歳賀寿  贈呈
町健康づくりアドバイザー  鎌田實医師ほか生出演    

町ケーブルテレビで健康づくり講演会を生放送町ケーブルテレビで健康づくり講演会を生放送

28名の児童が希望に胸をふくらませ入学

西会津小学校入学式

32名の生徒が中学校生活をスタート

西会津中学校入学式

　４月８日、西会津高校入学式が同校体育館で行われ、
今年度は新入生６名が入学しました。式に先立ち、佐藤
秀雄校長が西会津高校の理念である「不撓不屈・質実剛
健」を紹介し、高校生活を通した成長を期待して激励の
言葉を贈りました。また、新入生を代表し今井凜さんが
誓いのことばを述べ、仲間と共に成長し、勉学に励むこ
とを誓いました。

　西会津中学校入学式が４月６日に同校多目的ホールで
行われ、今年度は新たに32名の生徒が入学しました。
　式では、五十嵐正彦校長が「未来の可能性を創造して
いく生徒になれるよう、根

こん

・知
ち

・和
わ

（根気・知識・チー
ムワーク）を合言葉に様々なことに挑戦していきましょ
う」とあいさつし、生徒代表の若林凛々子さんが「たく
さんのことを学び、色々なことにチャレンジしながら一
緒に頑張りましょう」と歓迎の言葉を送りました。新入
生を代表して、渡部仁

じん

くん（写真左下）が教科書を受け
取り、渡辺友

とも

花
か

さん（写真上）が誓いの言葉を述べました。

　４月６日に西会津中学校多目的ホールにおいて、西会
津小学校入学式が行われ、今年度の新１年生28名が元
気に入学しました。
　緊張した面持ちで入場した新入生は、名前を呼ばれる
と、しっかりと元気よく返事をしていました。博多弘泰
校長が「早寝早起きと朝ごはん、楽しく勉強する、交通
事故に気をつける、の３つを心がけて生活しましょう」
とあいさつしました。その後、新入生を代表して、安部
璃
り と

冬くんが教科書を受け取りました。

新たに６名の仲間を迎える

西会津高校入学式

百歳賀寿を多くの親族や関係者と祝った三留タミさん

誓いのことばを述べる今井凜さん

新入生を代表して教科書を受け取る安部璃冬くん
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議
案
25
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

　

３
月
６
日
か
ら
17
日
の
12
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
た
３
月
定
例
会

で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
令
和
２
年
度

予
算
な
ど
議
案
25
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
の
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
と
可
決
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
感
染

症
に
関
す
る
対
応 

―
―

　

町
で
は
、
現
時
点
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
抗
ウ
イ
ル

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
成
年
被

後
見
人
の
印
鑑
登
録
に
係
る
所
要

の
改
正

◆
町
交
通
教
育
専
門
員
設
置
条
例

の
一
部
改
正
＝
地
方
公
務
員
法
等

の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
＝
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
開
始
に
伴
う
改
正

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
町
空
家
等

対
策
協
議
会
設
置
に
伴
う
同
協
議

会
委
員
の
報
酬
等
を
規
定

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
国
の

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
＝

民
法
等
の
改
正
に
伴
う
連
帯
保
証

人
の
極
度
額
の
追
加
な
ど

◆
町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
＝
民
法
等
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
お
よ
び
整
備
を
進
め
て
い

る
若
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
、
定

住
促
進
住
宅
と
し
て
、
住
宅
の
名

称
や
家
賃
等
の
規
定
を
追
加

◆
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
道
路
占
用
料
の
改
定

◆
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
組
織
や
階

級
等
の
規
定
の
改
正

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会

計
、
下
水
道
施
設
事
業
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
）

＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補
助
事
業

等
の
事
業
費
確
定
や
既
定
予
算
の

最
終
的
な
整
理
等
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
町
一
般
会
計
予
算

＝
総
額
62
億
２
，３
０
０
万
円（
対

前
年
度
比
３
・
２
㌫
の
増
）

◆
令
和
２
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅
団

地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下

水
道
事
業
会
計

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
（
令
和
２
年

度
〜
６
年
度
）

◆
副
町
長
選
任
へ
の
同
意
＝
大
竹

享
さ
ん
（
10
町
内
）
の
選
任
に
同

意

と
に
よ
る
感
染
症
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
国
や
県
教
育
委
員
会
の

要
請
に
よ
り
、
３
月
４
日
か
ら

小
・
中
学
校
を
臨
時
休
業
と
し
ま

し
た
。
こ
の
臨
時
休
業
期
間
中
の

本
町
な
ら
で
は
の
家
庭
学
習
の
取

り
組
み
と
し
て
、
町
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
向

け
の
特
別
番
組
を
放
送
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年

生
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

を
活
用
し
た
学
習
を
、
中
学
校
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

ビ
デ
オ
授
業
を
視
聴
し
な
が
ら
の

学
習
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
一
刻
一
刻
と
変

わ
る
状
況
を
鑑
み
、
今
後
も
感
染

状
況
や
国
、
県
の
方
針
等
を
踏
ま

え
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

暖
冬･
少
雪
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
へ
の
支
援 

―
―

　

今
年
は
暖
冬
・
少
雪
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
活
動
に
影
響
を

受
け
る
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
福
島
県
中
小
企
業
制
度

資
金
の
う
ち
、
自
然
災
害
に
よ
り

事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
向
け
の
融
資
を
受
け
た
場

合
の
信
用
保
証
料
の
補
助
お
よ
び

返
済
に
係
る
利
子
補
給
補
助
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

信
用
保
証
料
の
補
助
は
、
１
，

０
０
０
万
円
ま
で
の
借
り
入
れ
に

対
す
る
保
証
料
を
全
額
補
助
す
る

こ
と
と
し
、
今
次
補
正
予
算
に
所

要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

利
子
補
給
補
助
は
、
同
様
の
借
り

入
れ
に
対
す
る
２
年
間
の
返
済
利

子
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
予
算

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

活
動
等
―
―

　

去
る
２
月
４
日
・
５
日
、
大
阪

で
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
と
も
に

「
西
会
津
げ
ん
き
米
」
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
訪

問
先
か
ら
は
、
関
西
圏
で
の
販
売

数
量
が
年
々
増
加
し
、
現
在
は
取

り
扱
い
数
量
が
当
初
の
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
町
と
直
接

つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

を
企
画
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
、

今
後
、
西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
16

日
・
17
日
の
２
日
間
、
生
産
者
団

体
の
役
員
が
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
21
日
に
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
株
式
会
社
レ
ナ
ウ
ン
本

社
に
お
い
て
試
食
会
を
実
施
し
、

３
０
０
名
を
超
え
る
社
員
の
皆
さ

ん
に
、
西
会
津
産
米
の
お
い
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
昨
年
要
望
が
多
か
っ

た
現
地
販
売
も
実
施
し
好
評
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
販
売

拡
大
は
も
と
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
効
果
も
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
菌
床
キ
ノ
コ
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生

産
者
が
加
盟
す
る
協
議
会
の
品
評

会
で
、「
西
会
津
し
い
た
け
フ
ァ
ー

ム
」
が
出
品
し
た
５
点
の
う
ち
２

点
が
金
賞
、
２
点
が
銀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
同
社
は
５
年
連
続
の

金
賞
受
賞
と
な
り
、
西
会
津
産
シ

イ
タ
ケ
の
品
質
の
高
さ
が
改
め
て

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
―
―

　

本
事
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
加
え
、
楽
天
市
場
、
さ
と
ふ
る
、

Ａ
Ｎ
Ａ
の
各
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
年
１
月
31
日
現
在
、
１
，

６
６
１
件
、
２
，
３
２
４
万
２
，

０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
と
比
較
し
、
１
，
４
２
７

件
、
１
，
９
４
９
万
１
，
５
０
０

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
を
随
時
見
直
す
と
と
も
に
、
返

礼
品
開
発
に
も
取
り
組
み
、
現

在
、
60
品
目
に
増
や
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
広
告
を
掲
載
し
、

広
く
周
知
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
充
実
さ

せ
、
在
京
西
会
津
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
寄

附
の
お
願
い
を
行
っ
た
ほ
か
、
西

会
津
応
援
大
使
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
引
き
続
き
返
礼
品
開

発
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
バ

ナ
ー
広
告
の
掲
載
な
ど
を
行
い
、

さ
ら
な
る
寄
附
金
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

町
健
康
増
進
計
画

[

第
２
期]

の
策
定
―
―

　

本
計
画
は
、
平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
第
１
期
計
画
が
、
令
和
元

年
度
で
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
健
康
寿
命
の
さ
ら
な

る
延
伸
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年

度
を
初
年
度
と
す
る
第
２
期
計
画

を
、
町
保
健
福
祉
審
議
会
へ
の
諮

問
・
答
申
を
経
て
、
本
年
２
月
に

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
参
加
に
よ
る
検
討
組
織
と
し

て
「
町
健
康
増
進
計
画
策
定
検
討

会
議
」
を
設
置
し
、
４
回
の
会
議

で
委
員
の
意
見
や
考
え
を
盛
り
込

ん
だ
ほ
か
、
令
和
元
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
新
た
な
健
康
づ
く

り
事
業
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、

鎌
田
實
医
師
が
所
長
を
務
め
る
一

般
社
団
法
人
地
域
包
括
ケ
ア
研
究

所
か
ら
の
指
導
や
助
言
、
検
討
会

議
の
運
営
な
ど
の
支
援
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
幸
せ
に
な
る
健
康
づ
く
り
〜

『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
の
そ
の
先
へ

〜
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ
な
が
り
」

の
３
つ
の
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
、

町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な
暮
ら
し

の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
健
康
づ
く
り

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

西
会
津
高
校
活
性
化
―
―

  

町
で
は
、
西
会
津
高
校
活
性
化

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
今
後
の

学
校
の
在
り
方
や
町
の
支
援
策
等

の
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、昨
年
２
月
、

県
教
育
委
員
会
が
発
表
し
た
県
立

高
校
改
革
前
期
実
施
計
画
に
お
い

て
、
同
校
は
、
１
学
年
１
学
級
規

模
の
本
校
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と

と
も
に
、現
在
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
化
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
４
月
よ

り
委
員
15
名
に
よ
る
学
校
運
営
協

議
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
同
対
策
協
議
会
の
こ
れ
ま

で
の
役
割
は
、「
西
会
津
高
校
学

校
運
営
協
議
会
」
と
、
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
「
町
地
域
学
校
協
働

本
部
」
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
、

同
対
策
協
議
会
は
解
散
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ス
薬
な
ど
が
な
い
こ
と
か
ら
、
感

染
予
防
を
中
心
と
し
た
注
意
喚
起

を
１
月
22
日
以
降
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

紙
で
の
お
知
ら
せ
や
、
全
世
帯
へ

２
回
に
わ
た
り
チ
ラ
シ
を
配
布
し

周
知
し
た
ほ
か
、
町
民
バ
ス
で
の

予
防
対
策
や
公
共
施
設
に
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
配
置
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、去
る
２
月
28
日
に「
西

会
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
電

話
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て

も
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
を

第
一
に
考
え
、
児
童
生
徒
や
教
職

員
が
日
常
的
に
長
時
間
集
ま
る
こ
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副
町
長
の
退
職﹇

３
月
31
日
付
﹈

▼
福
島
県
へ
復
帰
工
藤
倫
也

退
職
﹇
3
月
31
日
付
﹈

　

▼
上
野
善
弘
（
学
校
教
育
課
主

幹
）
▼
荒
井
克
巳
（
町
民
税
務
課

長
補
佐
兼
税
務
係
長
﹇
民
税
・
固

定
資
産
税
担
当
﹈▼
成
田
美
和（
国

保
西
会
津
診
療
所
主
任
専
門
臨
床

検
査
技
師
）

人
事
異
動
﹇
4
月
1
日
付
﹈

▼
企
画
情
報
課
長
伊
藤
善
文

（
商
工
観
光
課
長
）
▼
商
工
観
光

課
長
岩
渕
東
吾
（
農
林
振
興
課

長
）
▼
農
林
振
興
課
長
矢
部
喜
代

栄
（
企
画
情
報
課
長
）
▼
学
校
教

育
課
長
玉
木
周
司
（
学
校
教
育
課

長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
総

務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
齋
藤
正

利
（
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
）
▼
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
長
谷
沼
充
伸
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
）
▼
企
画
情
報
課
長
補

佐
﹇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
担
当
﹈
佐

川
勝
美
（
企
画
情
報
課
付
課
長
補

佐
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
派
遣
）
▼
商

工
観
光
課
長
補
佐
佐
藤
実
（
総
務

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
次
長
併
農
林
振
興

課
高
津
典
通
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）
▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
橋
谷
田
和

弘
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
給
食

セ
ン
タ
ー
次
長
）
▼
生
涯
学
習
課

長
補
佐
佐
藤
栄
作
（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
併
農
林
振
興
課
）
▼

町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
税
務
係

長
﹇
収
税
担
当
﹈
鈴
木
利
博
（
奥

川
支
所
長
）
▼
健
康
増
進
課
主
任

専
門
保
健
師
﹇
課
長
補
佐
職
﹈
田

崎
美
記
子
（
健
康
増
進
課
保
健
師

長
）
▼
総
務
課
行
政
管
理
係
長
薄

清
久
（
商
工
観
光
課
商
工
観
光

係
長
）
▼
奥
川
支
所
長
齋
藤
伸
也

（
町
民
税
務
課
税
務
係
長
﹇
収
税

担
当
﹈）
▼
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
長
齋
藤
賢
（
農
林
振
興
課
農

政
係
長
）
▼
農
林
振
興
課
農
政
係

長
三
留
昭
生
（
総
務
課
行
政
管
理

係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
支
援

係
長
小
林
和
洋
（
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
）
▼
町
民
税
務
課
税

務
係
長
﹇
民
税
・
固
定
資
産
税
担

当
﹈
江
川
す
が
子
（
町
民
税
務
課

主
査
）
▼
福
祉
介
護
課
付
保
健
師

長
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
齋
藤

美
香
（
福
祉
介
護
課
付
主
任
保
健

師
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
）
▼

健
康
増
進
課
保
健
師
長
倉
橋
直
美

（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
）
▼

健
康
増
進
課
保
健
師
長
二
木
美
津

子
（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
）

▼
健
康
増
進
課
主
任
専
門
管
理
栄

養
士
﹇
係
長
職
﹈
物
永
葉
子
（
健

康
増
進
課
主
任
専
門
管
理
栄
養

士
）
▼
学
校
教
育
課
教
育
総
務
係

長
佐
藤
美
恵
（
学
校
教
育
課
主

査
）
▼
町
民
税
務
課
主
任
主
査
山

本
公
子
（
出
納
室
主
任
主
査
）
▼

農
林
振
興
課
主
任
主
査
併
農
業
委

本
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

員
会
秦
康
広
（
町
民
税
務
課
主
任

主
査
）
▼
総
務
課
主
査
長
谷
川
祐

一
（
企
画
情
報
課
副
主
査
）
▼
町

民
税
務
課
主
査
本
田
誠
治
（
建
設

水
道
課
主
査
）
▼
建
設
水
道
課
主

査
齋
藤
俊
一
郎
（
商
工
観
光
課
主

査
）
▼
総
務
課
付
副
主
査
福
島
県

実
務
研
修
生
派
遣
仲
川
恭
介
（
農

林
振
興
課
副
主
査
併
農
業
委
員

会
）
▼
企
画
情
報
課
副
主
査
古
川

祐
樹
（
総
務
課
主
事
）
▼
町
民
税

務
課
副
主
査
大
堀
貴
満
（
企
画
情

報
課
副
主
査
）
▼
福
祉
介
護
課
副

主
任
保
健
師
兼
健
康
増
進
課
副
主

任
保
健
師
佐
藤
実
菜
（
福
祉
介
護

課
副
主
任
保
健
師
）
▼
企
画
情
報

課
主
事
秦
渉
吾
（
福
祉
介
護
課
主

事
）
▼
商
工
観
光
課
主
事
横
山
拓

也
（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼
建
設

水
道
課
主
事
植
木
大
翔
（
農
林
振

興
課
主
事
）
▼
出
納
室
主
事
長
谷

川
麻
也
（
商
工
観
光
課
主
事
）

▼
再
任
用
﹇
短
時
間
勤
務
﹈
町
民

税
務
課
寺
田
悟
▼
同　

生
涯
学
習

課
山
口
千
代
志
▼
同　

国
保
西
会

津
診
療
所
看
護
師
兼
群
岡
診
療
所

看
護
師
石
本
明
美
▼
同　

国
保
西

会
津
診
療
所
臨
床
検
査
技
師
兼
群

岡
診
療
所
臨
床
検
査
技
師
成
田
美

和

※
（　

）
内
は
旧
任

大竹  享
とおる

（１０町内）

【
略
歴
】

昭
和
57
年
に
町
職
員
に
採
用
。
平

成
14
年
か
ら
地
域
情
報
課
長
、
町
民

情
報
課
長
、
教
育
課
長
、
商
工
観
光

課
長
、
企
画
情
報
課
長
を
歴
任
。
退

職
後
は
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会

事
務
局
長
、
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
代
表
理
事
を
務
め
る
。
任
期
は
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
。

副
町
長
の
就
任
〔
４
月
１
日
付
〕

辞令を受け取る大竹副町長
学校教育課 主事

田
た

崎
さき

章
あきよし

圭
農林振興課 主事

目
め

黒
ぐろ

拓
たく

商工観光課 主事

長
ながしま

島 翔
しょうへい

平

福祉介護課 社会福祉士

髙
たかはし

橋 茉
ま お

央
健康増進課 主任保健師

武
む

藤
とう

久
く み こ

美子

抱
負
＝
町
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を

見
つ
め
、
積
極
性
と
目
的
意
識
を
大

切
に
職
務
に
臨
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
採
用
職
員
紹
介

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

住
み
や
す
く
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

抱
負
＝
再
び
行
政
の
最
前
線
で
働
け

る
こ
と
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸
収
し
て
成
長

し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て

町
政
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
長

生
き
へ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

抱
負
＝
福
祉
を
通
し
町
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
職

務
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

新たに４名の隊員が着任新たに４名の隊員が着任

地域おこし協力隊  着任紹介地域おこし協力隊  着任紹介
　４月１日、新たに４名の地域おこし協力隊員が着任し、

町役場で委嘱状交付式を行いました。

　式では、薄町長が「素晴らしい経験や能力を西会津町の

ために使ってください。また、一日も早く町の状況を把握

していただき、町に何が足りないのか、どうすれば活性化

するのか、皆さんのアイデアで、西会津町に新しい刺激を

与えてください」と述べ、４名の隊員に委嘱状を手渡しま

した。今回、着任した４名は地域に根差した魅力ある仕事

づくりを行う起業型地域おこし協力隊として、国際芸術村

を拠点に活動します。

　今回の着任で、町が委嘱する地域おこし協力隊員は全員

で13名になりました。（地域課題解決型７名、起業型６名）

近
こんどう

藤 拓
たく

馬
ま

佐
さ

藤
とう

雄
ゆう

太
た

西
にしみち

道 紗
さ え

恵 吉
よしはら

原 友
ゆ か

香

活動内容＝空き家・空き
地を活用したビジネス構
築を目指す

活動内容＝古材を活用し
たビジネス構築を目指す

活動内容＝町の地域資源
の編集と発信事業を行う

活動内容＝漆を活用した
ビジネス構築を目指す
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他の模範となる優良消防団として  表彰旗を受賞

町消防団 優良消防団表彰の受賞を報告町消防団 優良消防団表彰の受賞を報告
　３月 14 日、町消防団の長谷川克美団長と田中英喜

副団長が町役場を訪れ、第 72 回日本消防協会定例表

彰において優良消防団として表彰され、表彰旗と表彰

状の授与を受けたことを薄町長へ報告しました。

　薄町長は「受賞おめでとうございます。今後も他の

模範となる消防団として、安全安心のまちづくりのた

めにご協力をお願いします」と受賞をたたえました。

　この表彰旗は、規律と熟達した技能を有し、日頃か

ら消防の使命達成に努め、他の模範となる消防団に対

して贈られます。町消防団は昭和 37 年２月の受賞に

続き、２回目の受賞となりました。 町長へ受賞を報告する長谷川団長（写真中央）と田中副団長

長年にわたり地域の防火防災に貢献した女性消防隊の皆さん長年にわたり地域の防火防災に貢献した女性消防隊の皆さん

　令和元年度第２回町女性消防隊総会が３月 27 日、

交流物産館よりっせ研修交流室で開かれ、女性消防隊

の解散などについて審議されました。

　審議の結果、少子高齢化の影響などにより隊員数が

年々減少し隊の目的を達成することが難しくなったこ

とから、令和２年３月 31 日をもって解散することが

決まりました。審議後は、隊の長年の活動に対して来

賓よりねぎらいの言葉が贈られ、薄町長からは隊員に

対し感謝状が贈られました。

　女性消防隊は４月より町消防団内に新たに発足し、

今後新たな形で火災予防などに取り組みます。

　東京オリンピック・パラリンピックと聖火リレーの

延期を受け、町では３月 27 日、聖火ランナーの後方

を走るサポートランナーに選ばれていた西会津小５年

の齋藤くららさんと長谷川悠斗さんへ、聖火リレーで

着用し走る予定だったオリジナルのユニフォームを贈

りました。薄町長から贈呈を受けた 2 人は、延期と

なり残念と口をそろえながらも、齋藤さんは「これか

らの学校生活を楽しく頑張りたい」、長谷川さんは「ま

た機会があれば最後まで走りたい」と笑顔で今後の抱

負を述べました。（学年は３月時点）

総会で町女性消防隊の解散を審議・決定総会で町女性消防隊の解散を審議・決定

４月より町消防団女性消防隊が発足４月より町消防団女性消防隊が発足

齋藤さん親子（左から 2・3人目）と長谷川さん親子（同 4・5人目）齋藤さん親子（左から 2・3人目）と長谷川さん親子（同 4・5人目）

東京五輪聖火リレー  サポートランナーの２人へ東京五輪聖火リレー  サポートランナーの２人へ

サポートランナー用ユニフォーム  贈呈サポートランナー用ユニフォーム  贈呈

本年９月末の完成目指す

若者向け住宅起工式若者向け住宅起工式
　４月７日、若者向け住宅整備工事の安全祈願祭・起工式が野沢原町の建設地で行われました。

　町では、若年層の移住・定住の促進、町内企業等の安定した労働力の確保、さらに、野沢まちなかの活性化を

目的に今年度、２階建の集合住宅２棟 16 戸を野沢保育所跡地に整備します。工事は、本年９月末の完成を目指

して進められます。

　安全祈願祭では、薄町長が鍬入れを行い工事の安全を祈願しました。薄町長は、起工式で「町の最大の課題で

ある人口減少に歯止めを掛けるため、魅力的で良質な住環境を提供することはその基盤となるものであり、この

若者向け住宅が、今後の移住・定住促進に寄与することは間違いなく、大きな期待を寄せているところです」と

あいさつしました。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

５月のイベント中止情報５月のイベント中止情報
　５月に実施予定の下記イベントが新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。感染予防および

拡大防止を図るため、ご理解とご協力をお願いします。

　◆令和２年５月９日（土）　福島レッドホープス公式戦　中止

　＜問い合わせ先＞

　　商工観光課　地域振興係　☎４５―２２１３

　◆令和２年５月 31 日（日）なつかし car ショー２０２０　中止

　＜問い合わせ先＞

　　西会津町なつかし car ショー実行委員会　☎４５―２２１３

工事の安全を祈願し鍬入れする薄町長

起工式であいさつする薄町長起工式であいさつする薄町長

若者向け住宅の完成イメージ若者向け住宅の完成イメージ
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　令和２年度の教職員対面式が４月２日、町役場大会

議室において行われました。離任および新たに転入し

た教職員は次のとおりです。（敬称略）

◆離任教職員　※（　）内は新任校
西会津小＝岡﨑秀明（退職）、小林典子（退職）、飯

塚真里（退職）

西会津中＝星睦夫（会津若松市立第四中学校）、野

口久美（柳津町立柳津小学校）、白井洋介（会津若松

市立第一中学校）、石橋さつき（会津若松市立湊中学

校）、古川大樹（会津自然の家）

◆転入教職員　※（　）内は前任校
西会津小＝博多弘泰（会津教育事務所）、菅野真理

子（新採用）

西会津中＝鈴木由美子（会津美里町立本郷中学校）、

玉木薫子（喜多方市立第一中学校）、山口郁恵（いわ

き市立桶売小学校）、岩沢慎二（金山町立金山小学校）

　町では３月 23 日、農作物の凍霜害を未然に防ぐこ

とを目的に「町防霜対策本部」を設置しました。設

置の期間は５月 31 日までです。

　この日、本部長の薄町長と岩渕農林振興課長が役

場正面玄関に対策本部の看板を掲げました。

　今後、対策本部より出される情報に注意し、農作

物の十分な管理を行ってください。

＜問い合わせ先＞

農林振興課　農政係　☎ 45―4531

新たに６人の教職員が着任新たに６人の教職員が着任

令和２年度 教職員対面式令和２年度 教職員対面式

農作物の凍霜害に注意しましょう農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置防霜対策本部を設置
  ４月１日より地域おこし協力隊員４人（起業プレー

ヤー）を採用した。うち２人が一級建築士の資格を持っ

ており、今後の活動を期待している。現在、町には地

域おこし協力隊員が 13 人いるが、福島県内で最多の

採用人数であり、①移住・定住、②スポーツ、③情報

発信、④集落支援、⑤西高魅力化、⑥出ヶ原和紙、⑦

会津張り子、⑧起業コーディネーター、プレーヤーな

どの分野で活動してもらっている。協力隊の制度は、

平成 21 年に創設され、町は 25 年度から導入してい

る。目的は人口減少や少子高齢化が進む過疎地域にお

いて、柔軟な発想力と行動力を持った人材を町外から

招致し、若者の移住定住の増加により町の活性化を図

ることであり、期間は３年で、活動に係る経費は全額、

国負担（特別地方交付税）で町の負担は無い。

  ２月 23 日には、協力隊員全員による令和元年度の

活動報告会が開催され、隊員から１年間の取組内容が

報告された。皆さんの報告を聞いて町の活性化のため

に各々頑張っているという印象を受けた。町民の皆さ

んから協力隊員の活動内容が見えないという話を聞く

が、協力隊員についての理解を深めていただくために、

ケーブルテレビや広報紙で随時取り上げ、期間満了後

には町内に定住していただけるよう、地域の皆さんの

特段の支援をお願いしたい。

  協力隊員の皆さん !! 町活性化のためにトップギアに

入れて頑張ってください。
西会津町長

町 長 コ ラ ム  その 16

町における芸術分野の発展のため

佐藤賢太郎さん ７点の作品を町に寄贈佐藤賢太郎さん ７点の作品を町に寄贈
　４月 16 日、彫刻家の佐藤賢太郎さんが町を訪れ、自身が制作した彫刻など７

点の作品を町に寄贈しました。これらの作品は、道の駅にしあいづに３点、町役場・

ロータスイン・西会津小学校・西会津中学校にそれぞれ１点ずつ設置します。

　佐藤さんは、新潟県阿賀町在住で、愛くるしい森の小動物や、清楚な女性像な

ど身近な親しみのあるものをテーマとした石彫刻の制作を中心に活動しています。

『想う』（役場正面玄関）『想う』（役場正面玄関）

『オレア』『オレア』（道の駅にしあい（道の駅にしあいづ）づ）
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以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

お知らせ
INFORMATION

◆
デ
ー
タ
放
送
が
新
し
く
な
り
ま

し
たリ

モ
コ
ン
の
d
ま
た
は
デ
ー
タ

ボ
タ
ン
を
押
す
と
表
示
し
ま
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
で
は
く
ら
し
の
情

報
や
町
の
話
題
、
お
く
や
み
な
ど

各
種
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。〈

問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

ク
マ
に
注
意
！

　

ク
マ
が
エ
サ
を
求
め
て
活
発
に

活
動
す
る
時
期
で
す
。
ク
マ
は
鋭

い
爪
と
大
き
な
歯
を
持
ち
、
時
速

40
㌖
で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
作
業
や
散
歩
、
山
菜
採
り
な
ど

で
山
に
入
る
と
き
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
て

　

か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

　

ク
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
大

　

声
を
あ
げ
た
り
、
背
中
を
向
け

　

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い

　

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
大

　

き
な
音
が
で
る
も
の
を
身
に
付

　

け
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知

　

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
早
朝
や
夕
方
、
悪
天
候
の
日
は

　

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
引
き
返

　

し
ま
し
ょ
う
。
親
グ
マ
が
近
く

　

に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
通
い
慣
れ
た
里
山
で
も
、
十
分

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
山
菜
採
り
は
周
囲
を
確
認
し
な

　

が
ら
行
い
、
ク
マ
の
足
跡
や
フ

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

交
換
作
業
に
つ
い
て

　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
器
の
一
部
が
検
定
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
町
の
委
託
業
者
が

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
お
宅
に
訪
問

し
、
敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
願
い

◎
交
換
作
業
中
は
５
〜
10
分
程
度

の
断
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
作
業
期
間
中
は
メ
ー
タ
ー
器
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

農
作
業
中
の

事
故
に
注
意

　

毎
年
、
小
型
・
大
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
作
業
車
）
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

で
一
番
多
い
の
は
、
乗
用
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒
事
故
で
す
。

　

農
耕
作
業
車
を
運
転
す
る
際
は

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム

を
付
け
ま
し
ょ
う

◎
車
両
点
検
・
修
理
を
し
て
か
ら

作
業
し
ま
し
ょ
う

◎
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
注
意
標

識
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う

◎
慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
気
を
抜
か

ず
作
業
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
を
装
着
す
る
場
合
、
車
幅
を

よ
く
確
認
し
、
対
向
車
と
の
接
触

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
装
着
し
た
ま
ま
路
上
を

走
行
す
る
場
合
は
ロ
ー
タ
リ
ー
を

停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

※
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
う
業

者
は
、
腕
章
を
付
け
て
作
業
を

行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　

ン
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま

　

し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
見
か
け

た
場
合
は
、
時
間

や
場
所
、
頭
数
な

ど
を
農
林
振
興
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
不
妊
症
ま
た
は
不
育
症

に
悩
む
夫
婦
に
検
査
や
治
療
の
た

め
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
男
性
・
女
性
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
の
検
査

や
治
療
を
受
け
る
夫
ま
た
は
妻
で

あ
り
、
以
下
に
該
当
す
る
方

①
法
律
上
、
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

　

婦
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

　

町
内
に
住
所
が
あ
る

②
申
請
日
に
申
請
者
が
属
す
る
世

　

帯
で
町
税
等
に
滞
納
が
な
い

③
医
師
か
ら
不
妊
症
ま
た
は
不
育　

　

症
と
診
断
さ
れ
た
方

◆
助
成
金
額

◎
不
妊
症

・
検
査
費
用　
　

全
額
助
成

・
治
療
費
用　
　

１
回
の
治
療
で

10
万
円
ま
で
助
成

　
（
合
計
10
回
ま
で
）

※
不
育
症
の
助
成
に

つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
自
然
と
共
生
す
る
美

し
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
目
的
に
、｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
設
置
事
業
補
助
金｣

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に

住
宅
な
ど
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
支
援

◆
補
助
金
額

①
太
陽
光
発
電
＝
発
電
容
量
１
㌗

当
た
り
３
万
円
（
上
限
12
万
円
）

②
太
陽
熱
利
用（
給
湯
シ
ス
テ
ム

･

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
等
）
＝

工
事
費
の
10
㌫
（
上
限
５
万
円
）

③
風
力
発
電･

小
水
力
発
電
＝
工

事
費
の
10
㌫
（
上
限
10
万
円
）

④
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ

（
１
台
当
た
り
５
万
円
以
上
の

も
の
、
煙
突
な
ど
の
工
事
費
を

含
む
）
＝
購
入
費･

工
事
費
の

３
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）

⑤
雪
氷
熱
利
用
＝
工
事
費
の
10
㌫

（
上
限
10
万
円
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

空
き
店
舗
及
び
空
き
家

利
活
用
事
業
補
助
金

　

町
で
は
町
内
に
あ
る
空
き
店
舗

お
よ
び
空
き
家
を
利
活
用
し
て
事

業
を
行
う
創
業
希
望
者
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
募
集
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
受
付
時
期

　

５
月
１
日
（
金
）
〜
順
次
受
付

◆
補
助
対
象
者

　

町
内
の
空
き
店
舗
や
空
き
家
を

活
用
し
て
事
業
を
開
始
す
る
個
人

事
業
主
お
よ
び
法
人

◆
補
助
対
象
事
業

①
情
報
通
信
業
、
卸
売
・
小
売
業
、

　

金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
、

　

物
品
賃
借
業
、宿
泊
・
飲
食
サ
ー

　

ビ
ス
業
、
教
育
・
学
習
支
援
・

　

医
療
・
福
祉
・
複
合
サ
ー
ビ
ス

　

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
生
活

　

者
や
旅
行
者
お
よ
び
他
の
事
業

　

者
の
利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る

　

業
種

②
人
が
集
ま
る
交
流
拠
点
、
カ
ル

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
45
―
４
３
３
２

　

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
地
域

　

や
商
店
街
の
魅
力
向
上
に
寄
与

　

す
る
施
設
の
運
営
。
た
だ
し
、

　

公
序
良
俗
の
観
点
や
住
民
感
情

　

か
ら
理
解
が
得
ら
れ
な
い
施
設

　

は
除
く

◆
補
助
対
象
事
業

室
内
間
仕
切
り
・
ド
ア
／
給
排

水
設
備
／
室
内
照
明
設
備
／
空

調
・
冷
暖
房
設
備
／
ト
イ
レ
／
看

板
／
対
象
事
業
工
事
の
諸
経
費
／

備
品
購
入
費
な
ど

◆
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
１
施
設
当
た
り
上
限
１
０
０
万

円
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

は
、
工
事
開
始
前
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
補
助
対
象
者

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
、
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

設
備
を
設
置
予
定
で
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人
ま
た
は
法
人

◆
補
助
対
象
施
設

　

町
内
の
一
般
住
宅
、
事
業
所
、

農
業
用
施
設

春
の
行
政
相
談
・
人
権

相
談
中
止
に
つ
い
て

　

５
・
６
月
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
春
の
行
政
相
談
・
人
権
相
談

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

◎
５
月
13
日
（
水
）　

中
止

新
郷
連
絡
所
・
奥
川
み
ら
い
交
流
館

◎
５
月
14
日
（
木
）　

中
止

　

保
健
セ
ン
タ
ー
・
町
公
民
館

◎
６
月
１
日
（
月
）　

中
止

　

町
公
民
館

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

◎
行
政
相
談

　

総
務
課　

行
政
管
理
係

　

☎
45
―
２
２
１
１

◎
人
権
相
談

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５
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「集落支援だより」に関するお問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だより
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

自
分
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

『
糖
尿
病
』

『
糖
尿
病
』
を
知
り
、
重
症
化
を
防
ご
う

を
知
り
、
重
症
化
を
防
ご
う
！！

　

日
本
に
は
糖
尿
病
の
人
は
、
予
備
軍
も
合
わ
せ
る
と
約
２
，
０
０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
最
近
20
年

間
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
で
も
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
糖
尿
病
は
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
者
の
２
人

に
１
人
は
血
糖
検
査
で
異

常
あ
り

　

健
診
で
検
査
す
る
Ｈヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ

は
、
最
近
１
〜
２
カ
月
間
の
血
糖

値
の
平
均
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
査
値
で
要
指
導
・

要
医
療
と
な
っ
た
人
は
、
令
和
元

年
度
は
特
定
健
診
受
診
者
の
59
・

６
％
を
占
め
、
５
年
前
と
比
べ
て

約
15
㌽
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
糖

尿
病
で
通
院
し
て
い
る
人
は
９
．

７
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
10
人
に

１
人
が
通
院
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は
、
医

療
費
で
高
血

圧
症
を
抜
い

て
第
４
位
と

な
り
ま
し
た
。

基
本
は
食
事
と
運
動
、
早

期
発
見
の
た
め
健
診
も

　

糖
尿
病
は
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ

れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
で
す
い
臓
へ
の
負

担
を
軽
く
し
、
運
動
に
よ
っ
て
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
よ
く
す
る
こ

と
が
糖
尿
病
の
予
防
や
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
に
重
要
で
す
。

【
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
腹
八
分
目

②
食
物
繊
維
を
と
る

　
（
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ
等
）

③
食
事
は
規
則
正
し
く

④
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

⑤
塩
分
、
脂
肪
は
控
え
め
に

⑥
お
酒
は
適
量
を
楽
し
む

【
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
無
理
な
く
気
軽
に
続
け
ら
れ
る　

　

運
動
を
楽
し
む

②
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
る

　

糖
尿
病
は
進
行
し
て
か
ら
で
な

い
と
自
覚
症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。

早
期
発
見
の
た
め
、
年
に
１
度
は

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
覚
え
て
お
き
た
い
合
併
症
】

『
し
』　
　

  

し
び
れ
（
神
経
障
害
）

『
め
』　
　

  

網
膜
症
（
失
明
の
お　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  

そ
れ
）

『
じ
』　
　

  

慢
性
腎
不
全
（
透
析

　
　
　
　

  

の
お
そ
れ
）

『
こ
』　
　

  

梗
塞
（
脳
梗
塞
や
心　
　
　

　
　
　
　

  

筋
梗
塞
）

『
が
』　
　

  

が
ん

『
に
』　
　

  

認
知
症

『
は
』　
　

  

歯
周
病

『
こ
』　
　

  

骨
折
・
転
倒

こ
の
他
、
感
染
症
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
、
高
齢
者
は
肺
炎
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
重
症
化
し

や
す
い
持
病
の
一
つ
と
し
て
、
糖

尿
病
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
こ

の
た
め
で
す
。

春
の
訪
れ

　

冬
が
終
わ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
日

足
も
伸
び
は
じ
め
暖
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
春
は
卒
業
や
入
学
、

引
っ
越
し
と
い
っ
た
よ
う
に
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
人
が
多
い
季

節
で
す
。

　

３
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
担
当
の
小
林
拓
也

隊
員
が
３
年
の
任
期
を
満
了
し
、

卒
業
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
自
身
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
が
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
か
ら
は

奥
川
・
中
町
集
落
に
あ
る
集
落
支

援
拠
点
施
設
結
〜yui

〜
の
管

理
人
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

奥
川
で
の
新
た
な
生
活
を
楽
し
み

つ
つ
、
宿
泊
場
所
を
い
つ
で
も
き

れ
い
に
維
持
し
、
来
た
人
が
快
適

に
過
ご
せ
る
環
境
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響

　

世
界
各
国
で
猛
威
を
振
る
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
そ

の
余
波
が
西
会
津
町
に
も
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。
西
会
津
町
内
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止
と

な
る
な
ど
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

奥
川
・
小
屋
集
落
の
か
た
く
り

鑑
賞
会
や
、
大
学
生
と
行
う
春
の

人
足
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催
も
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

の
よ
う
に
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き

た
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
こ
そ
集
落
の

方
々
か
ら
も
残
念
が
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

来
年
度
は
終
息
し
、
ま
た
昨
年

ま
で
と
同
様
に
開
催
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊　集落支援担当

渡辺  貴
たかひろ

洋 隊員

小林隊員と弥平四郎集落のみなさん小林隊員と弥平四郎集落のみなさん

小
林
隊
員
が
卒
業
し
ま

し
た

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支

援
担
当
の
小
林
拓
也
隊
員
が
３
年

の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。
小
林
隊

員
は
、
集
落
の
共
同
作
業
で
あ
る

人
足
の
イ
ベ
ン
ト
化
を
考
え
、
大

学
生
と
の
継
続
的
な
交
流
に
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。
福
島
大
学
の
学

生
を
中
心
に
募
集
を
か
け
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
昨
年
度
か
ら
は
会

津
大
学
の
学
生
も
参
加
す
る
な
ど

参
加
す
る
大
学
に
も
広
が
り
が
生

皆さんこんにちは！
地域おこし協力隊の渡辺です。
今月の集落支援だよりではコロナウイルス
による影響と小林隊員の卒業についてお届
けします。

昨年のかたくり鑑賞会の様子昨年のかたくり鑑賞会の様子

。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
し
・
め
・

じ
』
と
『
こ
・
が
・
に
・
は
・

こ
』

　

血
糖
値
を
高
い
ま
ま
放
置
す
る

と
、
血
液
中
の
糖
分
が
全
身
の
血

管
や
神
経
を
傷
つ
け
、
様
々
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
糖
尿

病
の
怖
さ
は
こ
の
合
併
症
に
あ
り

ま
す
。

がんがん

31.5%31.5%

筋・骨格筋・骨格

23.8%23.8%

精神精神

15.6%15.6%

糖尿病糖尿病

7.3%7.3%

高血圧症高血圧症

5.8%5.8%

その他その他

16.0%16.0%

令和元年 町の傷病別令和元年 町の傷病別
医療費の内訳医療費の内訳

石川  成
なる

くん

（下野尻）
田崎  七

な な と

翔くん
（森野）

武藤  燈
ともみち

道くん
（井谷）

長谷川  咲
さ や

彩ちゃん
（松尾）

原  央
ひ な の

和ちゃん
（９町内２）

すごいな！むし歯のない子

3
月
12
日
、
３
歳
児
6
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
全
員
む
し
歯
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

渡部  朱
あ や と

翔くん
（９町内１）

ま
れ
ま
し
た
。
大
学
生
の
力
を
活

用
し
た
活
動
は
集
落
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
す
る
大
学
が
増
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
間
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
留
学
生
も
交
え

た
多
国
籍
な
人
足
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
話
題
性
が
あ

り
、
新
聞
記
事
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

弥
平
四
郎
の
集
落
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、
集
落
内

で
送
別
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
林
隊
員
が
３
年
間
の
期
間
で

築
い
て
き
た
関
係
が
見
え
た
瞬
間

で
も
あ
り
ま
し
た
。

〔　　　　   〕〔　　　　   〕
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『金子と裕而
　歌に生き 愛に生き』
[ 五十嵐 佳子  著 ]
 朝日新聞出版

『ボクはやっと認知症のことが
わかった』
[ 長谷川 和夫  著 ]
 KADOKAWA

『合理的にあり得ない』
[ 柚月 裕子  著 ]
講談社

『ねなしぐさ 平賀源内の殺人』
[ 乾 緑郎  著 ]

宝島社

『エンド・オブ・ライフ』
[ 佐々 涼子  著 ]

集英社インターナショナル

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　2020年３月30日か
ら放送中のNHK連続
テレビ小説「エール」
のモデルとなった作曲
家・古関裕而とその妻
金子の物語。
　愛知県豊橋市で、家
業を手伝いながら独学
でオペラ歌手を目指し

ていた金子と、同じく独学で作曲を勉強している福島
の青年がどのように出会い、結ばれたのか。作曲家と
して成功し、数々の名曲を残した裕而と、どんどん多
忙になる彼を支えながらもオペラ歌手の夢をあきらめ
ない、強く、前向きな金子。共に夢を追い続けた夫婦
の愛の物語です。

　

公
民
館
講
座
と
し
て
始
ま
っ
た
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク

ラ
ブ
」
は
、
初
年
度
の
平
成
30
年
度
は
会
員
20
名
、
令
和

元
年
度
は
22
名
の
会
員
で
毎
月
３
回
、
公
民
館
小
ホ
ー
ル

で
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
公
民
館
講
座
を
卒
業
し
、
新
生
「
西

会
津
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
名
称
で
自
主
的
に
活

動
す
る
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

｢

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ
ブ｣

が
自
主
活
動
団
体
に

　
『
西
会
津
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
』

目
的
は
、
仲
間
づ
く
り
と

健
康
増
進

　

こ
れ
ま
で
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

ク
ラ
ブ
で
は
、
県
健
康
麻
将
協
会

理
事
長
で
郡
山
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

ク
ラ
ブ
の
渡
邉
正
行
会
長
を
講
師

に
迎
え
、「
賭
け
な
い
」「
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
」「
お
酒
を
飲
ま
な

い
」
を
合
言
葉
に
、
健
全
な
麻
雀

を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
や
認
知
症

予
防
、
健
康
増
進
を
目
的
に
参
加

者
誰
も
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

健
全
な
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
脳
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
の
予

防
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓

を
囲
み
４
人
で
行
う
こ
と
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
講
師
が
会
長
を
務

め
る
郡
山
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
町
外

の
方
々
と
も
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

西
会
津
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
ク
ラ

ブ
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
】

　

計
画
で
は
、５
月
13
日(

水)

を
第
１
回
目
と
し
て
、
毎
週
水

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
西
会
津
町
公
民
館
小
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。

【
年
会
費
】

　

５
０
０
円
（
通
信
費
）

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
別
途

会
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　三月例会。兼題は「春
しゅん

愁
しゅう

（はるうれいともいう）」。花が咲き、長閑な春の空気のなか、ふっと
愁いの影が心にきざす。「愁

しゅう

思
し

」がこれから冬に向かう寂しさ、愁いなのに対し、「春愁」は春に
伴う漠然とした不安や煩わしさ。
　今月の例会も、コロナ禍で例会は中止。提出句にも蔓延の現状。

上野尻俳句会　会長　星　敬介

町民ギャラリー　上野尻俳句会

春
愁
や
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
の
あ
お
り
波

玄
関
の
苔
む
す
鉢
の
梅
香
る

陽
春
の
空
見
上
げ
を
り
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

栄
子
（
上
野
尻
）

片
づ
け
も
念
仏
と
な
る
春
愁

卒
業
子
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
こ
じ
ん
ま
り

コ
ロ
ナ
と
は
何
者
な
の
か
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

重
子
（
白
坂
）

ウ
イ
ル
ス
の
前
線
は
る
か
春
愁

辞
令
受
け
挑
戦
新
た
春
き
ざ
す

帯
締
め
て
待
ち
た
る
茶
室
梅
が
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
尻　

茶ち
ゃ

子こ

（
上
野
尻
）

ロータスインで開催した西会津・郡山健康麻将親睦交流会

多くの人とコミュニケーション
初心者でも楽しく学べ

る

開催中止
第 45 回 奥川健康マラソン大会

　４月６日に、奥川みらい交流館で奥川健康マラソン

大会臨時実行委員会が開かれ、６月 21 日 ( 日 ) に開

催を予定していた第 45 回大会は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止と決定しました。
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　 かけがえのない宝物の

琥
こ

珀
はく

ちゃんです これからもよろしく

お願いしますー！

◆趣味は？

　スノーボード・天体観測

◆特技は？

スイミング

◆熱中していることは？

　宅トレと泳ぐこと

　1000㍍ 30 分以内で泳げる

　ように練習しています

◆自分を一言で表現すると？

　気まぐれでおせっかいさん

長
は

谷
せ

川
がわ

幸
こう

志
じ

隊員

佐
さ

藤
とう

  明
あき

菜
な
 さん［西原］ 

齋藤えりか さん（４月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私は将来、大好きな西会津町をもっとよりよ

くする仕事をしたいです。きっかけとなったの

は奥川です。奥川には母の実家もあり、高齢者

が多い地区でもあります。そんな地区を見たと

きに「もっと奥川のためにできることはないか

な」とふと思ったことがきっかけです。

◆努力していること――

　  　地域のごみ拾いをしたり、西会津の良いと

ころや、ケーブルテレビをよく見て、知らな

かったことなどを、今、できるところからやっ

ています。

◆未来の自分に一言――

　  　夢をあきらめていませんか？弱音を吐いた

りしていませんか？自己満足せず、町のため

町民のために、たくさんの努力を積み重ねて

いってください。

　　　　  　［ ２年・剣道部 部長  ］

伊
い

藤
とう

  夕
ゆ

藍
ら

さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　４月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，０９０人　　 （－３７人）

男 　 　２，９３５人　　 （－１９人）

女 　 　３，１５５人　　 （－１８人）

世　帯　 　２，５９８世帯　　 （－１０世帯）

■お誕生おめでとう

高津　和
わ

樂
らく

くん　　和人・麦子　　下小屋

■ご結婚おめでとう

清野　淳　　　　　　大久保

板倉　綾子　　　　　浪江町

■お悔やみ申し上げます

沖津　八郎　（94）　明男 父 　10町内

五十嵐　キミ（103）　金也　祖母　芝草

高橋　庄平　（83）　英樹 父 　堀越

小瀧　達男　（70）　惠子 夫 　大久保

成田　美代子（100） 信幸 祖母　下小島

三留　一矢　（27）　嘉平 子 さゆりが丘

赤城　サヨ　（94）　修一 母 　下野尻

佐藤　和子　（91）　辰雄 母 　白坂

仲川　澄子　（95）　友久 母 　呼賀

石黒　キヨ子（93）　富栄 母 　真ヶ沢

髙橋　トミヨ（96）　五十嵐孝二 祖母　真ヶ沢

玉木　寅一　（94）　春男 父 　小綱木

戸籍の窓口   
（３月受け付け分）

は
じ
め
ま
し
て
、
奥
川
・
山
浦
の
下
宿
人
で
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
！
前
回
の
谷
口
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
ま
し
た
、
同
じ
く
昨
年
12
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
起
業
支

援
担
当
と
し
て
着
任
し
た
長
谷
川
で
す
。

　

西
会
津
町
に
来
る
前
は
、
全
国
各
地
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
中

学
・
高
校
の
子
供
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
社
会
教
育
支
援
を
し

て
お
り
、
地
域
の
方
々
と
「
ど
う
や
っ
て
地
域
で
『
ひ
と
』
を
育

む
か
」
と
言
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
共
に
考
え
な
が
ら
、
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
西
会
津
に
移
住
し
、
起
業
を
志
望
す
る

方
々
の
起
業
支
援
、
お
よ
び
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
・
仕
組
み
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
４
名
の
方
が
西
会
津
町
に
起
業
型
・
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
・
活
動
を
始
め
て
お
り
、
そ
の
方
々

の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
今
よ
り
も
も
っ
と
地

域
内
外
の
方
々
が
こ
の
地
域
で
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
町
の
在
住
者
、
移
住
者
、
関
係
人
口
の
皆
様
が
、
西
会

津
町
で
自
分
ら
し
い
幸
せ
な
暮
ら
し
を
思
い
描
き
、
こ
の
町
で
実

現
す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ま
す
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆あなたのモットーは？

　 I don't care!!（気にしない）

◆最近感動したことは？

　 今年一番地球に近い満月を息

子と一緒に見れたこと

◆これからやってみたいことは？

　 遠泳にチャレンジする、資格

取得を頑張る

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ａさん

　埼玉県出身、27 歳、中央大学
文学部仏語文学・文化専攻卒業。
奥川・山浦にて下宿しながら、地
域おこし協力隊 / 起業支援分野
(Next Commons Lab 西 会津 ) に
て活動中。
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　上小島にある観音堂の西側にオサイ神様

が祀られています。観音様の縁日である８

月 17 日には毎年如法寺の和尚さんがお経

を上げ供養しており、村の人たちはお産の

神様としてお参りしています。

　次のような縁起が伝えられています。大

昔、近郷の庄屋のもとにオサイという子供

が里子として引き取られました。オサイは

日に日に可愛い娘に育ち、年頃になったオ

サイを見て、若者たちは「嫁に迎えたい」

と望むものが少なくありませんでした。あ

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その37その37

オサイ神社

広報にしあいづ №739 令和２年５月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文： 故 渡部　彬
よしひさ

久

県道 16 号県道 16 号

↑オサイが祀られている祠

るときオサイは父無し子を身ごもってしまいました。悩んだ挙句、自分で始末しようと考え、毎日

のように近くの小川に行き、冷たい水に腰まで浸かりました。このことがもとで、オサイは病気に

なり、身ごもったまま死んでしまいました。可哀そうに思った庄屋は、オサイから子どもを産ませ

ないで埋葬しました。ところがその後、小川の近くの道に夜な夜なオサイが子どもを抱いて現れ、

道を通る人々に「どうかこの子を抱いてやってください」と申すので、人々は怖くなり逃げるよう

にその場から離れました。「オサイが子どもを抱いて化けて出る」という話を聞いた寺の和尚さんは、

今  

月  

の  

表  

紙

　

Ｊ
Ｒ
尾
登
駅
の
近
く
に
あ
る
菜

の
花
畑
と
そ
の
す
ぐ
脇
を
走
る
磐

越
西
線
。
な
か
な
か
構
図
が
難
し

い
で
す
。
西
会
津
に
も
新
緑
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

編   

集   

後   

記

　

今
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

新
た
に
広
報
紙
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
記
事
を
書
く
こ

と
も
写
真
を
撮
る
こ
と
も
全
く
の

初
心
者
で
す
が
、
気
軽
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
目
指
し
て

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

　

全
国
各
地
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
・
延
期
や
、
外
出
の
自
粛
な

ど
窮
屈
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
町
内
で
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
広
報
紙

担
当
と
し
て
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
…
。
少
し
で
も
明
る
い
話
題

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
て
来
月
号
の
作
成
も
頑

張
り
ま
す
！
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

情
報
政
策
係　

秦
渉
吾

オサイの霊を寺に連れて帰り、読経して成仏させま

した。その後はオサイの霊も現れなかったと伝えら

れています。

　ある夜、オサイが和尚の枕元に立ち、「これで私

は成仏できます。ありがとうございました。これか

らはお産で亡くなる人が出ないように、私が守りま

す」と告げたので、和尚は境内にオサイを祀ったと

伝えられています。

今  

月 

の  

表  

紙

オサイ神社オサイ神社
（観音堂）（観音堂）

上小島上小島

若宮八幡神社若宮八幡神社

至 喜多方至 喜多方
至 国道 49 号至 国道 49 号
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